
平成24年度 法科大学院入学者選抜試験問題

民法

1 ． 試験 開始 の合図 があ るまで， この間題用 紙の 中を見て はいけ ません。

2 ． 試験時間は，90分です。

3 ． 試験中に問題用紙の印刷不鮮明や解答用紙の汚れ等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知 らせ

て くだ さ い 。

4 ． 解答 にあた っては，必ず黒 か青のペ ン （鉛筆 は不 可） またはボ ールペ ン を使用 して くだ さい。

5 ． 解 答用紙 に記入 す る ときには，下記 の点 に注意 して ください。

（1） 受験番 号・ 氏 名 を所定欄 に記入 して くだ さい。

（2） 解答用 紙 は， 3 枚 あ ります。 2 ～ 3 枚 目の解 答用紙 に も受験 番号・ 氏 名 を記入 し， ホチキス は，

はず さないで使 用 して くだ さい。

（3） 訂 正す る場 合 は， ＝線 で消す な どして，分 か りやす く訂正 して くだ さい。

（4） 解 答 用 紙 は ， 折 り曲 げ た り汚 した りし な い で くだ さ い。

6 ． 問題 用紙 の余 白等 は適 宜利用 してか まい ませ ん。

7 ． 試験 終了後 ，問題用紙 は持 ち帰 って くだ さい。



【民法】

第1 間

次 の設 問に答 えなさい。各 間 4 行以 内で，判例の立場で正確 かつ簡 潔に述べ なさい

（なお， 問題性や理由 を述べ る必要 はない）。

（ 1） 不動産賃借権 を時効取得す るこ とが で きるか。

（ 2） 民法 177 条の 「第三者」か ら排除 される 「背信 的悪意者」 とは何 か。 その定義 を

述べ，その類型 （書 き方の一例 として「不動産登記法 5 条 の適用 ない し類推適用が

ある場合」） をい くつかあげなさい。

（ 3） 不真正連帯債務 とは何 か。連帯債務 との違い を明 らか して，民法典上の具体例 を

あ げ な さい 。

（ 4） 夫婦が長期間の別居 な ど事実上の離婚状態 にあって両者 にまった く接触 がない場

合 に，妻が懐胎 した子 は何 と呼 ばれ，法的 にどの ような扱 い となるか。

〔配点40点〕

第2 間

A は，周辺一体が別荘 地である乙土地 を所有 していたが， 乙土地上 に別荘 として一

戸建 の 甲建 物 を建 設 す る こ とに した。 A は， そ の建 築 費 用 は銀 行 ロー ンか ら まか な う

こと に して ， B 銀 行 か ら3000万 円 を借 り入 れ ， そ の担 保 と して 乙 土 地 に B の た め に抵

当権 を設定 し，その登 記 もされた。そ して， A と C 工務店 は， 甲建物 の建築 を3000万

円で行 う契約 をし， A は， C に，契約時 にその 3 分 の 1 であ る1000万 円を支払 い，残

りは棟 上げの時点で 1000万 円，竣工引渡 しの時点で1000万円 をそれぞれ支払 うもの と

定め られた。契約 時に 1000万 円を受け取 った C は， その建築 に着手 し，工程表 どお り

に工事 が進 め られて きたが，棟上式が行われた直後 に落雷 による火災 でその一部が焼

失した。そのため，工事 内容及 び工期の見直 しが必要 とな り， A ・ C の話 し合 いで，

工期が 2 週 間延長 され，引渡期 日も当初 予定の 2 週 間後 とされたが， そのために余分

にかか るこ とになった費用 200万 円 の 負 担 につ いては C が A と C で折 半 とす る提 案 を

したが話 し合 いがつ かず，棟上げ時に支払 うことになっていた 1000万 円の支払 いもさ

れない ままに，工事が続行 された。

こうして変更 された工期 どお りに建物 が完成 したが，その改めて定 め られ た引渡期



日の前 日に大規模 な風水 害が発生 し，土台部分 を残 してすべ て被壊流 出 して しまった。

周辺 の別荘地一体が被害 を受 けた混乱 によ り別荘 としては使 える見込みが立た な くな

った ため ， そ の 後 しば ら く乙土 地 は放 置 され た ま まの状 態 に な っ て い た と こ ろ， 指 定

暴力 団の下部組織の組長である D が無断で，残 った土台部分 を うま く使 って簡易な建

物を建て，組事務所 として使用 しは じめ た。 自分の土地 に見知 らぬ者が建物 を建 てて

使用 しているこ とを知人 らか ら伝 え聞いた A は，現地 に行 って D に接触 したが， D か

ら 「こ ん な状 態 だ か ら しば ら く別 荘 と して は使 えん だ ろ。 使 わ ない な ら， しば ら く貸

して お い て くれ 。 あ ん た が 必 要 に な っ た らす ぐに返 す 。 そ れ で 文 句 な い な。」 とす ご

まれ， A は恐 怖心 もあって明確 な返事 もしない ままにその場 を立 ち去 った。その後，

A か ら依頼 を受けた弁護士 か らの文書での問い合 わせ に も， D は，賃料 をまった く払

って い ない に もか か わ らず，「 自分 は正 当 な賃借 権 を得 て い る。」 と主 張 し， い っ こ う

に乙土 地 か ら立 ち退 く気 配 は な い。 こ う して A が そ の対 応 に苦 慮 して い る うち に， A

が経 営 して い た会 社 が 倒 産 した た め， B へ の ロー ンの返 済 もで きな くなっ て しま っ た。

な お， D は， A が 乙 土 地 の所 有 者 で あ る こ と もな ん ら確 認 して お らず ， また， A が

B 銀 行 か ら3000万 円を借 り入 れ， その担保 と して乙土地 に抵 当権が設定 されているこ

と も知 らな か っ た。 乙土 地 は 更地 の ま ま だ と時価 4000万 円 の価 値 が あ る と見 込 ま れ る

が，暴力 団組事務所があ ることで事実上大幅 な価値 の下落が生 じ， B が有す る抵 当権

の被担保債権額 で も同土地 を買い受 ける者がい ないのが実情であ る。

この場合 にお いて，次の各間に答 えなさい。 なお，契約 ない し約款 には民法 と異 な

る特 別 な取 り決 め は なか った もの とす る。

（ 1） C は， A に対 して，残代 金 2000 万 円 と増加費用 の負担分 100万 円の支払い を求 め

たが，反対 に， A は， C に対 して，支払 った 1000万 円の返還 を求めた。 C ・ A それ

ぞれの請求の 当否 を検討 し， どの ような請求が認め られるべ きか を述べな さい。

〔配点40点〕

（ 2） B は， D に対 して 乙土地の明渡 しや損害賠償 を求めるこ とがで きるか。 これに関

しては平成 に入 って 3 つの最高裁判決があ るが （明渡請求 を否定 した平成 3 年 3 月

22 日判決 〔甲判決〕，民法423条 の法意 による代位行使 での明渡請求 を認めた平成 11

年 11月24 日判決 〔乙判決〕，明渡請求 を認 めた平成 17年 3 月 10 日判 決 〔丙判 決〕），

これ らの判例法理 を踏 まえその考 え方 を示 しつつ，論 じなさい。 〔配点40 点〕


